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機能強化ガイド
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Microsoft Access 2000
機能強化ガイド

1999 年 2 月
マイクロソフト株式会社
http://www.microsoft.com/japan/office/  

はじめに
1992 年に登場して以来、Microsoft® Access は幅広いユーザーを対象とするデスクトップ データベースというカテゴリの中でリーダーの地位を保ってきました。Access 1.0 は 90 年代の初めに、Microsoft Windows® オペレーティング システム用に設計された初めてのデスクトップ リレーショナル データベース管理システム (RDBMS) としてデビューしました。熟練したデータベース ユーザーたちは、このような強力なデスクトップ データベースが、きわめて簡単に使えることに感心しました。Access 2.0 は、エンド ユーザーがデータベースを理解し、使う方法に変革をもたらしました。Access が初めて Microsoft Office スイートに組み込まれたとき、Office ユーザーは、ビジネス上の意思決定をより的確に行うためには、全体的なデスクトップ プロダクティビティの重要な一部として、データの検索と管理のためのリレーショナル データベースが必要であることを認識しはじめました。
1995 年末に、32 ビット RDBMS、Access 95 がリリースされて、Accessはさらに広まりました。1997 年 1 月にリリースされた Access 97 は、企業内イントラネットをとおして静的なデータと動的なデータを簡単に共有できる機能を提供することで、データベースと Web の長所を組み合わせました。
今日では、Access の人気は熟練したデータベース ユーザーだけでなく、データベースの初心者にも広がっています。Access 2000 を初めて使うユーザーは、Office アプリケーションとの強力な統合と、短期間で使いこなすことができる見慣れた外観を高く評価するでしょう。Access のパワー ユーザーと開発者は、Access 2000 のもつエンタープライズ レベルのデータベースとの強力な統合とスケーラビリティを利用し、エンド ユーザーの間での人気を背景に、Access の新しいエキサイティングな使い方を発見することができます。連絡先と顧客を管理するためのデータベースを作成するのであれ、在庫管理システムを作成するのであれ、Access はあらゆるレベルのデスクトップ ユーザーに対して、データの検索、管理、および共有を簡単に行える手段を提供します。
このドキュメントでは、Access 2000 の新しい機能の概略を述べ、デスクトップ データベースを初めて使おうと考えているユーザーと、既存の Access データベースを真のクライアント/サーバー ソリューションにアップグレードしようと考えているパワー ユーザーのための便利な機能を紹介します。Office 2000 アプリケーション全体に共通する新機能の詳細については、『Microsoft Office 2000 Product Enhancements Guide』を参照してください。
新機能の概要
Access は個人用のスタンドアロン デスクトップ データベース、部門用のデータベース、または企業全体のためのデータベースのいずれの用途にも簡単に使用できる、データの管理と共有のためのデータベースです。Access 2000 は、従来から用意されていた幅広いデータ管理ツールを提供するだけでなく、Web との統合の強化によって多様なプラットフォームとユーザー レベルの間でのデータ共有を簡単にし、また使いやすさの面での強化によってパーソナル プロダクティビティを支援します。
特に重要なのは、Access 2000 が Microsoft SQL Server などの企業レベルのバックエンド データベースへのフロントエンド クライアントとして動作できるということです。Access は 2 つの形で使用できるようになりました。それは、個人または部門用のデータベースを作成するためのスタンドアロン アプリケーションと、これまではプロフェッショナルなデータベース管理者 (DBA) にしか手が届かなかった、よりスケーラブルで堅牢なバックエンド データベースへの使いやすいインターフェイス クライアントとしてです。後者の使い方では、Access の使いやすさと Microsoft SQL Server のスケーラビリティと信頼性が組み合わされ、真のクライアント/サーバー アプリケーションをいままでよりも簡単に作成できるようになります。どのようなバックエンド データ ソースを選択しても、エンド ユーザーは最もポピュラーなデスクトップ データベース クライアントとして評価されている、Access の使いやすいインターフェイスを利用することができます。
情報の検索と操作を簡単にするための機能
	
	機能
	説明

	新規
	住所入力支援
	7 桁の郵便番号が入力されたフィールドから自動的に住所を生成できます。住所は、任意のまとまりで区切ることができます。たとえば、都道府県、市区郡、住所などの各フィールドに、3 分割して入力できます。また、住所から郵便番号を特定することもできます。

	強化
	ふりがな入力支援
	Access 2000 ではフォームだけでなく、テーブルのデータシートでも自動ふりがな機能が利用できるようになりました。ふりがなが設定されたフィールドを編集した場合に、最適に同期するふりがなの自動更新などの強化も行われています。

	強化
	IME 入力変換

モード
	Access 2000 ではフォームだけでなく、テーブルのデータシートでも IME 入力変換モードを設定できます。入力モードは、入力されるデータ内容に合わせて、それぞれの漢字変換モードから選択することができます。

	新規
	テキスト ボックスとデータシートのセル内での文字の表示位置
	フォームのテキスト ボックスとデータシートのセル内の文字の表示位置が柔軟に設定できるようになりました。余白や行間、両端揃えから均等割付までの文字配置の書式設定を使用することができ、文字を見やすく配置できます。

	新規
	住所録、家計簿、営業支援 サンプル データベース
	新たに３つのサンプル データベース アプリケーションが付属しています。すぐに使うことのできる住所録、家計簿、営業支援サンプル データベースがすぐに使用できます。

	強化
	カスタマ バーコード
	７桁郵便番号に対応し、割引郵便料金が適用される、カスタマ バーコードが利用できるようになりました。カスタマ バーコード データは、住所入力支援ウィザードで自動的に生成されるように設定することができます。

	強化
	はがきウィザードと伝票ウィザードへの追加オプション
	はがきウィザードでは、宛名のフォントや住所の番地をつなぐ記号を選択できるようになりました。伝票ウィザードでは、対応する伝票の種類がさらに増えました。

	新規
	データシートの罫線
	データシートの罫線が、豊富な線種から選択できるようになりました。セルの罫線のほかに、列見出しの下線やデータシートの境界線まで設定でき、データシートを見やすくすることができます。


	
	機能
	説明

	新規
	旧バージョンの Access への

データベースの変換
	Access ユーザーは、初めてデータベースを旧バージョンの Access の形式で保存できるようになりました。これにより、異なるバージョンを持つユーザーとの間でデータベース ファイルをより簡単に共有することができます。

	新規
	データベース 
ウィンドウ
	Access 2000 で追加されている新しいオブジェクトに対応し、ユーザービリティを強化し、Office 2000 をとおして採用されている新しいユーザー インターフェイス メタファとの一貫性を持たせるために、データベース ウィンドウが変更されました。

	新規
	名前の

オートコレクト
	この新機能は、ユーザーがデータベース オブジェクトの名前を変更したときによく起こる副作用を自動的に解消します。たとえば、ユーザーがテーブル内のフィールドの名前を変更すると、その変更はクエリやフォームなどの依存オブジェクトに自動的に伝播されます。このため、ユーザーはほかの部分を修正しなくても、アプリケーションを使い続けることができます。

	新規
	条件付き書式設定
	条件付き書式設定は、正と負の値、そして "より小さい"、"より大きい"、"値の間"、または "等しい" という条件で表現できる値をサポートします。さらに、ユーザーはユーザー定義の関数に基づいて書式を設定することができます。ユーザーは、値に基づいてフォント、スタイル、バナー、および色を設定できます。

	新規
	サブデータシート
	サブデータシートは、互いに関連するすべてのデータを同じウィンドウ内に表示し、編集できるようにした入れ子のビューを提供します。

	新規
	Excel への
ドラッグ アンド ドロップ
	ユーザーは、Accessオブジェクト (テーブル、クエリなど) をデータベース コンテナから Microsoft Excel にドラッグ アンド ドロップするだけで、Microsoft Access から Microsoft Excel にデータをエクスポートすることができます。これにより、データを Excel に手軽にエクスポートし、データ分析を行うことができます。

	新規
	フォームの強化
	フォーム ビューの中から直接、フィールドの色やフォントなどをより簡単に変更できるようになりました。

	新規
	リレーションシップの印刷ウィザード
	Access には、リレーションシップ ウィンドウのビジュアルなダイアグラムを印刷する機能が追加されました。これにより、ユーザーはデータベースの構造をより簡単に確認することができます。

	新規
	コントロールのグループ化
	この機能により、ユーザーは複数のコントロールを 1 つの単位としてグループ化し、フォームのデザインをより簡単に行うことができます。

	強化
	レポートの
スナップショット
	ユーザーは Access 2000 レポートのスナップショットを作成し、これをディスク、プリンタ、Web ページ、または電子メールに送ることができます。

	新規
	閉じるときに最適化する
	Access 2000 は、ディスク スペースが不足ぎみになると、ファイルを閉じるときに自動的にデータベースを圧縮します。これにより、Access データベースはできる限り小さいサイズに保たれます。ユーザーは最適化が行われるときのディスク スペースのしきい値を設定することができます。


	
	機能
	説明

	更新
	Northwind 

サンプル データベース
	特定の機能に関するアドバイスを必要とするユーザーや、とにかくサンプルを見たいというユーザーのために、Access には完全に機能するデータベースである Northwind データベースが付属しています。このデータベースは最新の機能をいくつか例として取り上げており、ユーザーはこれを参考にしたり、コピーしたりすることができます。


情報共有のための Web 対応機能
	
	機能
	説明

	新規
	データ アクセス ページ
	この機能により、ユーザーはデータ バウンド HTML ページを短期間に手軽に作成して、データベース アプリケーションを企業内イントラネットへと拡張することができます。ユーザーはこれまで以上に迅速かつ効果的に情報を共有することができます。

	新規
	グループ化されたデータ アクセス ページ
	地域ごとの売上、または特定のセールス担当者による売上などのように、互いに関係する情報を表示し、管理する機能を提供します。データ アクセス ページを作成するとき、これらのデータは縮小可能な階層形式で表示されます。

	新規
	データ アクセス ページのツールボックス
	データ アクセス ページのデザイン環境には、コントロール作成のためのツールボックスが用意されています。ユーザーは必要に応じて、個々のツールを簡単にドラッグ アンド ドロップすることができます。

	新規
	フィールド リスト
	フィールド リストにより、ユーザーはリストからフィールド名をドラッグ アンド ドロップするだけで、データ アクセス ページに簡単に情報を追加することができます。各フィールドは、データ アクセス ページからデータへの直接ライブなリンクを持っており、データに連結されています。

	強化
	ハイパーリンクの処理
	Access 2000 ではハイパーリンク インターフェイスが強化されており、データベース内のハイパーリンクの作成、編集、リンクをたどっての移動、および削除がより簡単になっています。

	新規
	共有コンポーネントの統合
	Access は、ブラウザ内の新しい Office Web コンポーネントと COM コントロールを利用して、ユーザーに対してデータの表示と分析のためのいくつかの手段を提供します。


情報管理のためのリッチな分析ツール
	
	機能
	説明

	新規
	Microsoft SQL Server との相互運用性
	Microsoft Access 2000 は OLE DB をサポートしているので、ユーザーは Access インターフェイスの使いやすさを、Microsoft SQL Server などのバックエンド エンタープライズ データベースのスケーラビリティと組み合わせることができます。

	新規
	Microsoft Access 
プロジェクト
	Access インターフェイスは、Office、SQL Server 6.5、または SQL Server 7.0 に用意されている統合ストアに直接接続する新しいファイル タイプ (.adp) を作成することができます。これにより、Access ユーザーは、Access の使い慣れたインターフェイスを使って、真のクライアント/サーバー アプリケーションを簡単に作成できます。


	
	機能
	説明

	強化
	Microsoft Access 
プロジェクト ウィザード
	多くのポピュラーな Access ウィザードがアップデートされ、新規データベースの作成、レポート、またはフォームの作成といった新しい Access プロジェクトのタスクがサポートされています。

	新規
	Microsoft Access 
プロジェクト デザイン ツール
	Microsoft Access のプロジェクト ファイル (.adp) を扱うユーザーは、新しいデザイン ツールを使って、テーブル、ビュー、ストアド プロシージャ、およびデータベース ダイアグラムを含むサーバー サイド オブジェクトを簡単に作成し、管理することができます。

	新規
	Microsoft SQL

Server管理ツール
	Microsoft Access 2000 では、ユーザーはレプリケーション、バックアップとリストア、およびセキュリティといった Microsoft SQL Server 7.0の一般的な管理タスクを実行し、管理することができます。


開発者のためのその他のプログラマビリティの機能強化
	
	機能
	説明

	新規
	Unicode サポート
	Unicode サポートにより、多国籍企業はアプリケーションの複数の言語バージョンをサポートすることができます。

	強化
	Visual Basic® for Applications (VBA) 6.0
	VBA の最新バージョンが Access 2000 に添付されており、Office スイート全体で共有されています。このバージョンの VBAは、Visual Basic 開発システムに匹敵する機能を持っています。


注: Access アプリケーション開発者のための機能の詳細については、Microsoft Office Developer Edition (MOD) の『Reviewers Guide』を参照してください。
機能の詳細説明
情報の検索と操作を簡単にするための機能
Access は幅広いレベルのユーザーを対象としています。単にデータ入力を行うユーザー、独自のデータベースを作成する Office のパワー ユーザー、そして堅牢なマルチユーザー アプリケーションを作成するプロフェッショナルな Access 開発者などです。その中でも最も急成長しているカテゴリが、データベースを使った経験はなくても、ほかの Office アプリケーションは使い慣れている典型的な Office ユーザーです。この理由から、Access は Office スイートのほかのアプリケーションとの一貫性と統合を提供する、情報の検索と管理のための使いやすいツールという位置づけを保ち続けているのです。Access 2000 は、典型的な Office ビジネス ユーザーのための使いやすいデスクトップ データベースとして収めた成功をベースにしています。次に、情報を素早く、かつ簡単に検索できるようにするいくつかの新機能のリストを示します。

住所入力支援

Access 2000 では、7 桁の郵便番号から自動的に住所を生成できるようになり、住所の入力作業を大幅に軽減することができます。この新しい機能は、住所入力支援ウィザードを使用して簡単に設定することができます。ウィザード画面の指示に従って、住所生成の基になる郵便番号フィールドを指定し、出力先となるフィールドを住所構成の 6 つのオプションから選択します。この住所構成は、ユーザーの利用目的に合わせて都道府県、市区郡、住所などのまとまりに区切ることができ、分割するフィールドは最大 4 つのフィールドまで対応しています。この住所入力支援機能を使用すれば、単に迅速に効率良く入力できるだけでなく、オペレータの入力ミスによる誤りも防ぐことができ、正確な住所データを作成することに威力を発揮します。また、住所から郵便番号を生成できるため、新しく実施された 7 桁の郵便番号を検索することにも利用できます。
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郵便番号フィールドを指定している住所入力支援ウィザード
ふりがな入力支援

ふりがな入力支援は、前のバージョンからフォームにおいて利用されている、ふりがなを容易に設定するための機能です。この入力支援は、テーブルのデータシートからも利用できるようになり、さらに IME2000 が提供する新しい機能を取り入れて強化されました。Access 2000 では、IME を使って入力した文字に設定されるふりがなは従来どおりですが、IME 以外で入力された文字に対してもその文字に最適なふりがなが設定されます。このとき、複数の読み方がある場合には、候補リストの中から選択して再設定することができます。また、入力する際だけでなく、編集する際にも、確定した漢字を編集するときに、1 文字単位で対応するふりがながダイナミックに更新されるので、再度ふりがなを編集し直す必要がなくなっています。

IME 入力変換モード

Access 2000では、データ入力作業を効率良く行えるように、データ内容に合わせて IME 入力変換モードの設定をあらかじめ選択することができます。それぞれの漢字変換モードでは、IME で用意されているすべてのオプションが用意されています。これらのオプションは、ウィザードやプロパティ シートを使って、Access の中からすべての設定にアクセスできます。Access アプリケーションの開発者は、フィールドごとに IME 入力変換モードを切り替えることによって、オペレータの負担が少なくなるような環境を構築することができます。なお、この機能はフォームだけなく、テーブルのデータシートでも利用することができます。
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IME 入力変換モードを設定しているテキスト ボックス ウィザード
テキスト ボックスとデータシートのセル内での文字の表示位置

文字の表示位置は、旧バージョンでは縦書き、横書きのみのオプションしか指定できませんでした。このために、文字列と表示されているフォームのテキスト ボックスやデータシートのセル内での余白がまったくなく、非常に入力データが見にくい状態での作業を強いられてきました。新たに設定されたオプションによって、上下左右の余白と行間を指定することが可能となり、表示される文字を任意の位置で微調整することができます。さらに、左揃え、中央揃え、右揃え、均等割付の文字配置が柔軟に行えるようになっています。
住所録、家計簿、営業支援サンプル データベース アプリケーション

これまでAccess に付属していたサンプル データベースは Northwind のみでしたが、ユーザーからの要望に応えて新たに 3 つのサンプル データベースが追加されました。このデータベースは、Access をインストールしてからすぐにでも使用することができます。起動すると、左端に Outlook のような画面を切り替えるためのバーが表示されます。この特徴的なインターフェイスは、各サンプル データベース アプリケーション共通となっています。住所録データベースでは、レコード データを一覧やカードで表示することができ、そのほかにも名前や住所などでの検索、選択したレコードの宛名印刷、Excel形式などへのデータ交換を各画面で行うことができます。営業支援データベースでは、顧客や仕事の管理をデータシートだけでなく、Outlook ライクなインターフェイスでも表示できます。さらに、インポート機能によって Outlook の連絡先フォルダや仕事フォルダからのデータを営業支援データベースに取り込めるようになっています。家計簿データベースでは、収入と支出を記録して集計し、計画と実際の支出を比較することができます。また、支出の内訳や月別の推移をグラフ化することにより、一目で家計の状況を把握できるようになっています。

営業支援サンプル データベース アプリケーションの Outlook ライクな顧客管理

カスタマ バーコード

郵送費の削減につながるカスタマ バーコードは、ダイレクト メールなどの大量の郵便物を送付する企業にとって必須の機能となっています。Access 2000 でもこのカスタマ バーコードに対応し、はがきや宛名ラベルに印刷できるようになっています。この機能は、住所入力支援ウィザードで簡単に設定することができます。郵便番号フィールドを指定するダイアログボックスで [カスタマ バーコード データを入力する] オプションを設定することにより、カスタマ バーコード データが指定したフィールドに自動的に生成されるようになります。なお、このデータは郵便番号と住所が両方のフィールドに入力された時点で作成されます。

はがきウィザードと伝票ウィザードへの追加オプション

レポートのはがきウィザードと伝票ウィザードに新しいオプションが追加されました。はがきウィザードでは、宛名を印刷するときのフォントが選択できるようになり、また住所の番地をつなぐ記号もいくつかのオプションから選択できるようになりました。さらに、レコードの住所データが漢数字でなくても、[住所データに漢数字を使う] チェックボックスをオンにすれば、漢数字に変換して印刷されます。伝票ウィザードでは、印刷できる伝票の種類が増えました。佐川急便、ヒサゴの伝票に加えて、新しくヤマト運輸、コクヨの伝票が使用できるようになり、またヒサゴの伝票も取り扱える数が増えました。

データシートの罫線

変更できなかったデータシートの罫線が、[セルの表示] ダイアログボックスのいくつかのオプションから選択できるようになりました。水平/垂直方向の罫線や列見出しの下線、データシートの外枠の境界線に、設定できる豊富な線種がリストされています。これらの線種を使うことによって、データシートに変化をつけることができます。なお、線種には罫線を削除するオプションも用意されています。

旧バージョンの Access へのデータベースの変換
Access 2000で初めて、データベースを旧バージョンの Access 97の形式で保存できるようになりました。これにより、異なるバージョンを持つユーザーとの間でデータベース ファイルをより簡単に共有することができます。[ツール] メニューの [データベース ユーティリティ] 、 [データベースの変換] とポイントし、[Microsoft Access の旧バージョンのデータベースに変換] を選択することで、ユーザーは Access 2000 データベースを Access 97 のファイル形式で保存することができます。この機能は、アップグレード プロセス途中でのファイルの共有をシームレスに実現するので、複数バージョン環境が共存しているユーザーのグループにとって特に重要です。
データベース ウィンドウ
このウィンドウは Access 2000 で大幅に変更され、新規ユーザーにとってよりフレンドリになり、ほかの Office アプリケーションとの一貫性が高められています。たとえば、Outlook の左ペインのナビゲーション バーに似たインターフェイスなどが追加されます。また、データ アクセス ページやデータ ダイアグラムなどの最新の機能を簡単に探せるように、新しいセクションが追加されています。さらに、ユーザーはデータベース ウィンドウ内に "カスタム グループ" を作成し、データベースオブジェクトを任意の方法で整理することができます。
名前のオートコレクト
一部の顧客は、オブジェクトやフィールドの名前を変更したときに、既存のリンクが動作しなくなって発生するエラーにフラストレーションを感じていました。たとえば、あるテーブルをベースにした複数のフォームがあった場合、テーブル内のフィールドを 1 つ変更すると、フォームを使ったときに問題が生じることがあります。Access 2000 の名前のオートコレクトは、ユーザーがデータベース オブジェクトの名前を変更したときによく生じる副作用を自動的に解消します。名前の変更はクエリやフォームなどの依存データベース オブジェクトにインテリジェントに伝播されるので、ユーザーはこれらのオブジェクトを問題なく使い続けることができます。名前のオートコレクトを有効にするには、[ツール] メニューの [オプション] を使用します。
条件付き書式設定
フォームやレポートを作成する Access ユーザーは、そのフォームまたはレポートに表示されるデータの値に基づいて、フィールドの書式を設定しなければならないことがあります。たとえば、顧客の昨年度の購入金額ごとにカスタマイズされたレポートを作成するなどの例が考えられます。購入額の大きい顧客に対して、一定の条件が満たされたときにのみ表示される、通常のフォントと色とは違う特別な "サンキュー" バナーを付けて、月間の明細書を送付したいような場合です。Access 2000 の条件付き書式設定を使うと、ユーザーは Access 2000 データベースの中のデータに基づいて、フォームやレポート上のフィールドの書式を設定することができます。条件付き書式設定は、正と負の値、そして "より小さい"、"より大きい"、"値の間"、または "等しい" という条件で表現できる値をサポートします。ユーザーは、値に基づいてフォームとレポートの両方のフォント、スタイル、バナー、および色を設定できます。また、条件付き書式設定はユーザー定義の関数に基づいて設定することもできます。
サブデータシート
サブデータシートにより、ユーザーは階層的なデータをデータシート ビューでブラウズすることができます。Access 2000 では、データシートの中で 1 つのテーブルまたはレコード ソースを見るだけでなく、サブデータシートを使って互いに関連するデータを同時に見ることができます。たとえば、ユーザーが Northwind データベースの Categories テーブルを表示しており、その Categories テーブルが Products テーブルと一対多の関係を持っているとします。ユーザーは、Categories テーブルの中のデータだけでなく、サブデータシート中の個々のカテゴリの行の下に、各カテゴリの製品を見ることができます。ユーザーはテーブル間に存在する関係に焦点を当てることができ、意思決定や情報検索がより簡単に行えるようになります。
Excel へのドラッグ アンド ドロップ
これまで、Access ユーザーは、Excel 内でデータを選択し、Access にドラッグ アンド ドロップを行うことで、Excel からデータを取り込むことができました。Office 2000 では、この機能が拡張され、Access から Excel への書き出しが可能になりました。ユーザーは、Accessオブジェクト (テーブル、クエリなど) をデータベース コンテナから Microsoft Excel にドラッグ アンド ドロップするだけで、Microsoft Access から Microsoft Excel にデータを書き出すことができます。さらにオブジェクト (テーブル、クエリ、フォームなど) をデスクトップにドラッグ アンド ドロップするだけで、デスクトップ ショートカットを作成することができます。ドラッグ アンド ドロップにより、データをワークシートに手軽に書き出し、データ分析を行うことができます。
フォームの強化
フォームは、その使いやすさを高めるために、いくつかの点で強化されています。これまで、ユーザーがフォーム、レポート、およびコントロールのプロパティを変更したいと思った場合には、そのフォームまたはレポートをデザイン ビューで開き、プロパティを変更したうえで、ブラウズ モードに切り替えて作業の結果を確認しなければなりませんでした。Access 2000 では、ユーザーはデザイン ビューに切り替えなくても、フォーム ビューの中から大部分のプロパティを直接に更新することができるので、こうした変更の操作がさらに簡単になっています。たとえば、ユーザーはフォーム上のフィールドを選択し、ブラウズ モードのままで背景色、サイズ、および境界線を変更し、その効果を直ちに確認することができます。
リレーションシップの印刷ウィザード
ユーザーは、テーブル ダイアグラムや、テーブル間の関係を示すハード コピーを見たり、ほかの人に渡したりできる機能を必要とすることがあります。これは特にプロジェクトの計画フェーズで重要となります。データを最も効率よく管理するためには、優れたデータベース デザインが不可欠だからです。Access 2000 には、リレーションシップ ウィンドウを印刷し、データベースの構造を示すビジュアルなダイアグラムのハード コピーを出力するための機能が搭載されています。
コントロールのグループ化
多くの Access ユーザーは、特にフォームを作成するときには、コントロールを頻繁に使用します。Microsoft は、これらのコントロールをグループ化し、個別にだけでなく、一括して操作できるようにする機能が欲しいというユーザーからの要望を多く受けました。この Access 2000 の新機能により、Access ユーザーは作業しているすべてのコントロールを対象とした変更を簡単に適用できるようになります。
レポートのスナップショット
Access ユーザーは、データベース全体を提供しなくても、データベースの一部分だけを簡単に配布できるような機能を必要としています。これを支援するために、Access 97 でレポートのスナップショットが追加されました。Microsoft は Access 2000 でこの機能を強化し、ユーザーがレポートをディスクで配布したり、プリンタに直接送ったり、Web ページを作成したり、電子メールで送信できるようにしました。データを共有するオプションがいくつも用意されているため、レポートのスナップショットの受信者は Access を持っていなくてもデータを見ることができます。
閉じるときに最適化する
データベースはサイズが大きくなる傾向にあり、最初のうちは小さくても、時が経つにつれ巨大化するものです。これまで、顧客はデータベースのサイズを減らすために、データベースを定期的に最適化しなくてはなりませんでした。この問題を解決してほしいという顧客の要望に応えて、Microsoft は Access 2000 に "閉じるときに最適化する" という機能を追加しました。Access 2000 データベースが閉じられたとき、アプリケーションはファイル サイズがある程度減少するのであれば、ファイルを自動的に圧縮します。これにより、ユーザーはデータベースを閉じるたびにデータベースを手動で圧縮するという手順を踏まなくても、Access に自動的に最適化を行わせて、ディスク スペースを節約することができます。ユーザーは Access がこの機能を使用する基準となるデータベース サイズの圧縮率を指定することができます。
Northwind サンプル データベース
ユーザーは、特定の機能に関するアドバイスを必要としたり、データベース内での特定の機能の使用例を見たいと思うことがあります。Access の最初のリリース以来、ユーザーは Northwind データベースにこの種の情報を求めてきました。Access 2000 に付属し、完全に機能する Northwind データベースは、新しい機能や一般的なデータベース タスクの例をいくつか紹介しています。中級ユーザーと上級ユーザーは、Northwind を使ってみることで、Access 2000 のいくつかの新機能の概要を簡単に知ることができます。また、Northwind の内容をコピーし、自分のデータベースに貼り付けることもできます。

情報共有のための Web 対応機能
毎日の業務の生産性に与える Web の影響が強くなるにつれ、データベース ユーザーは、イントラネット テクノロジが情報の収集と共有を迅速に行うための、ユニークで高速な手段であるということを認識するようになりました。Access 2000 は、ブラウザ内にホストされる Access データベース ソリューションを作成するための Web ベースのパラダイムを提供します。このパラダイムでは、企業情報の共有能力と、デスクトップ環境でのデータ管理能力が組み合わされています。たとえば、Access ユーザーは、アイデアや意見を電子メールで要求し、分析のために別のデータ ストアに転送するというような手順を踏まなくても、ほかのユーザーが直接データベースに入力を行える、データの追跡と収集をするための Web ベースのソリューションを配布することができます。Access 2000 を使えば、平均的な Office ユーザーは簡単にデータベースを作成し、カスタマイズされたテーマと外観を持つデータ入力 HTML ページだけを配布します。ユーザーはこれをグループ サーバーに保存し、部門内のほかのユーザーから迅速にフィードバックを得ることができます。受信者はデータのライブなビューを見ることができ、権限に応じて情報のブラウズ、クエリ、または更新を簡単に行うことができます。
このグループ作業は、HTML に関する知識がなくても実現可能です。Access がユーザーに代わって、Web プログラミングを自動的に行ってくれるからです。Access の遺産は、すべての Office ユーザーが Windows ベースのデータベースを簡単に作成できるという点にあります。データ アクセス ページや、Access 2000 のその他の新しい Web 対応機能は、この使いやすさを Web ベースのデータ アプリケーションにまで拡張するものです。
データ アクセス ページ
Access のフォームとレポートは、ユーザーのデスクトップ上でデータの表示、編集、および報告を行うための Access オブジェクトです。ユーザーはすべてのオブジェクトを、フォーム ウィザードやレポート ウィザードなど、ユーザーが指定したスタイルと書式設定でオブジェクトを自動的に作成するポピュラーなウィザードを使って簡単に作成することができます。Access は、これらのフォームとレポートをデータベース ファイル (.mdb) に格納し、ユーザーは Access インターフェイスをとおしてこれらを表示することができます。
また、データ アクセス ページを使うと、ユーザーは Web をとおしてデータを操作することができます。データ アクセス ページは、Web のための Access フォームとレポートの役割を果たします。これらは Access 内でデザインされ、ブラウザ内で実行される HTML ファイルなので、変換処理は不要です。
機能上は従来のフォームやレポートと似ていますが、データ アクセス ページはブラウザ内にホストされたデータの表示、編集、および報告を目的として設計されています。ユーザーはフォームやレポートと同じようにこれらのページを簡単にデザインすることができますが、この際には新しい Web 対応機能と、使いやすいドラッグ アンド ドロップ機能を利用することができます。データ アクセス ページは、基本的にはデータへのライブ リンクを保持する能力を持った HTML ページにほかなりません (つまり、データは "バインド" されています)。従来のフォームとレポートとは異なり、データ アクセス ページは Access のデータベース (.mdb) ファイルの外部の HTML ファイルとして格納されます。このため、ユーザーはデータ アクセス ページを電子メールで簡単に送ったり、Web 上に HTML ページとしてポストしたりすることができます。
Access は、データ アクセス ページ デザイナで任意の既存 HTML ファイルを開くことができます。Access でページが開かれたら、ユーザーはこれにデータバウンド フィールドを追加することができます。データ アクセス ページの作成には、新しいデータ アクセス ページ デザイナが使用されます。このデザイナは、デザイン サーフェスとしては Internet Explorer を使用し、プロパティ シート、フィールド リスト、ツールボックス、およびウィザードなどの見慣れたツールを持っています。ユーザーがデータ アクセス ページに配置するコントロールは、HTML 組み込みタグと COM コンポーネントで、これは Access フォームの作成に使われるコントロールと似ています。また、データ アクセス ページは Visual Basic Scripting Edition または JavaScript をサポートするリッチなオブジェクト モデルを持っているので、ユーザーは Access ユーザーが期待する簡単で強力な統合開発環境を使って、自分の好きな言語でプログラミングを行うことができます。さらに、Access 2000 ユーザーはデータ アクセス ページに Office 2000 Web コンポーネント (ワークシート コンポーネント、グラフ コンポーネント、およびピボットテーブル コンポーネント) を組み込むことができるので、Access 2000 と Office 2000 を使ってデータ分析および報告ソリューションを構築する可能性が開けます。
データ アクセス ページの作成と使用の際には、新しいデータ アクセス ページ ツールボックス、フィールド リスト、およびウィザードなど、Access の最新の Web 対応ツールを利用することができます。これらの新しいツールについては、次で説明しています。
グループ化されたデータ アクセス ページ
グループ化された、または動的にリンクされたデータ アクセス ページは、互いに関連する情報のグループを総合的に操作できる、まったく新しいデータ操作方式を実現します。1 つの HTML インターフェイスから、グループ化されたデータ アクセス ページの中で互いに関連するデータを見るという体験は、これまでは不可能だったリッチな情報管理を実現します。たとえば、ユーザーは、クエリをもとに、地域ごとの従業員の売上高を表示するグループ化されたデータ アクセス ページを作成することができます。グループ化されたデータ アクセス ページはインタラクティブで、データにバインドされたビューを提供するので、ユーザーは特定の地域に着目して、集計レベルのデータの背後にある詳細情報を見ることができます。この例では、たとえば札幌にいる 4 人のセールス担当者の売上高と個人情報を見るというようなことも可能です。このように、Web にホストされた単一のビューから、ユーザーはデータベースに含まれている、互いに関係のあるすべての情報を表示し、編集し、レポートを作成することができます。
データ アクセス ページ ツールボックス
データ アクセス ページ ツールボックスは、フォーム デザイナとレポート デザイナでおなじみのツールボックスを拡張し、特に Web 環境でのデータ アクセス ページの作成を目的としたツールを追加したものです。ユーザーはカーソルを使って、ツールボックスから簡単にツールを選択することができます。ツールボックスには、ボタンのクリックだけで簡単に書式設定が行える使い慣れた作業ツールや、新しい Web ツールが含まれています。データ アクセス ページ ツールボックスは [表示] メニューの下に標準のツールボックスと共に置かれており、既定時にはデータ アクセス ページを作成した時点で自動的に表示されます。
データ ブラウジング
データ アクセス ページは、Internet Explorer 5.0 の中で動作する、ブラウザ内から企業データを直接表示し、操作するための優れたツールです。
フィールド リスト
フィールド リストにより、ユーザーはリストからフィールド名をドラッグ アンド ドロップするだけで、データ アクセス ページにデータバウンド フィールドを追加することができます。個々のフィールドは、データ アクセス ページからデータベースへの直接ライブなリンクを保持することで、データにバインドされています。
ハイパーリンクの処理
Access 2000 ではハイパーリンク インターフェイスが強化されており、ハイパーリンクの作成、編集、リンクをたどっての移動、および削除がより簡単になっています。ハイパーリンクは Office 全体に共通する機能ですが、データベースのパフォーマンスと効率を強化するうえでは特に重要です。ハイパーリンクを使用することにより、Access ユーザーは、たとえばレポートなどの Access オブジェクトの間でジャンプすることができます。これは、これまではコードを使わないと実現できなかったことです。ハイパーリンクにより、すべてのレベルの Access ユーザーが、高度なコーディングのオーバーヘッドや、そのための知識を必要とせずに、1 つの場所から別の場所にジャンプできるようになります。
Access 2000 のハイパーリンク ダイアログ ボックスは新しい外観を持っています。このダイアログ ボックスはほかの Office 2000 のコモン ダイアログ ボックスと似て、左側に Outlook® メッセージングおよびコラボレーション クライアントの Outlook バーに似たパネルがあり、ビジュアルなスクローリングを簡単に行えるようになっています。ユーザーはリンク元バーから、ハイパーリンクのターゲットを選択することができます。
共有コンポーネントの統合
Office 2000 には、Office を、企業全体をとおしてのコーポレート レポーティングのための最適なクライアントまたはインターフェイスにすることを目的として設計された機能がいくつか含まれています。Office 2000 には、ブラウザをとおして企業データにアクセスできるようにする 3 つの新しい Office Web コンポーネント (ワークシート コンポーネント、グラフ コンポーネント、およびピボットテーブル ダイナミック ビュー) が含まれています。Access ユーザーは、これらの Office コンポーネントを、前述したデータ アクセス ページ内にホストされた COM コントロールとして組み込むことで利用できます。ワークシート コンポーネントは "グリッド" 機能を提供し、ユーザーがテキストや数値の入力、計算式の作成、および再計算などを実行できるようにします。グラフ コンポーネントは、下位の変化するデータをグラフィカルに表現します。
最後に、ピボットテーブル コンポーネントは、Excel ユーザーにはおなじみのピボットテーブル ビューの機能に似ています。これは、データの個々の部分を "ピボット化" する、つまり移動することで、インタラクティブにデータの表示と分析を行うダイナミックな手段を提供します。データ アクセス ページと Office 2000 の新しい Office Web コンポーネントをフロントエンドとし、Microsoft SQL Server 7.0 をバックエンドにすることによって、より迅速に、より優れた意思決定を行うために、大量のデータを管理し、分析し、効率的に作業を進めることができる強力なソリューションを構築することができます。
情報管理のためのリッチな分析ツール
Access ユーザーが作成するデータベースは、大きな成功を収め、ビジネスに欠かせない一部となったために、後にデータベースの拡張が必要となることがよくあります。ときには、もともと個人や小さな部門で使用するために作られた Access アプリケーションを、評判がいいために、組織全体に導入しなければならなくなることもあります。またときには、小さな企業にいる Office ユーザーが手軽に Access データベースを作成したが、その企業が時を経て成長し、Access などのデスクトップ アプリケーションの範疇を超えて、Microsoft SQL Server などのエンタープライズ レベルのデータベースにデータベース機能をアップグレードする必要が生じることもあります。
これまでの Access は、Microsoft SQL Server との統合を、Access Upsizing Tools アドインと、データ アクセスの標準である ODBC をとおしての Microsoft SQL Server へのリンクという手段を使って、限られた範囲にせよサポートしてきました。しかし、Access のパワー ユーザーと開発者たちは、これよりも高度な相互運用性を要求するようになりました。Access の使いやすさを、Microsoft SQL Server のようなエンタープライズ レベル データベースの能力と組み合わせたものはないのか、と。Access 2000 では、まさにこれが実現されたのです。
Access と Microsoft SQL Server の違い
Access などのデスクトップ アプリケーションと、Microsoft SQL Server などのエンタープライズ レベル データベースの違いを理解するには、両者の間の連続性を考えてみるといいでしょう。この 2 つのデータベース ソリューションは相補的なものですが、スペクトルの両端に位置しており、それぞれ異なる顧客ニーズに対応しています。個々の状況にどちらのデータベースの方が適しているかは、スケーラビリティ (ユーザーの数、データのサイズ)、信頼性 (企業の給与情報などのミッション クリティカルなデータなのか、一時的な顧客の連絡先のデータなのか)、そしてデータベースに関する専門知識 (Office ユーザーなのか、プロフェッショナルなデータベース管理者なのか) などを含むいくつかの要因によって左右されます。
Microsoft SQL Server などのクライアント/サーバー データベースが Access などのファイル サーバー データベースと異なるのは、企業にとってミッション クリティカルなデータにも利用できるように、より高度なスケーラビリティと信頼性を備えているということです。Access データベースは、一般に個人や小さなグループ (10～20 ユーザー) を対象とし、データの量も 1MB を超えない程度で、デスクトップ上で簡単に処理できるサイズに収まっています。一方、Microsoft SQL Server は数千人のユーザーと数テラバイトの情報をサポートすることができ、その他のエンタープライズ レベル データベースに要求される能力を備えています。たとえば、Microsoft SQL Server は、データベースがオンライン状態にある間も管理と保守ができる機能を提供することで、24時間年中無休の運用をサポートしています。また、Microsoft SQL Server は 2 フェーズ コミットによってデータの損失を防いでいます。これは、電源障害やネットワークの障害などの理由で、トランザクションが途中で中断したときに特に有効です。
Microsoft SQL Server との相互運用性
Access 2000 は、データ アクセスの標準である OLE DB をサポートしています。これにより、Access 2000 は従来の Access の既定のデータベース エンジンである Jet エンジンを経由して使うのではなく、Microsoft SQL Server に直接接続することができます。パワー ユーザーと開発者は、Access インターフェイス (クライアント) の使いやすさと、Microsoft SQL Server のスケーラビリティと信頼性を組み合わせたソリューションを作成できるようになりました。処理は Microsoft SQL Server の中で行われるので、真のクライアント/サーバー ソリューションが実現します。また、パワーユーザーと開発者は Access のインターフェイスを利用することができ、データ入力を行うエンド ユーザーはほかの Office アプリケーションと同じ操作性で作業を行うことができます。さらに、Access のパワーユーザーと開発者は、Access と Microsoft SQL Server の両方に関する知識を身に付けて、自らの価値を高めることができます。 

Microsoft Access プロジェクト
新しいデータベースを作成するとき、Access 2000 はユーザーに、バックエンド データ ストアを指定するオプションを表示します。つまり、従来の既定のデータベース エンジンか、Microsoft Access プロジェクトです。既定の設定はこれまでと同じなので、新規のデータベース ユーザーは、現在の [ファイル] メニューの [新規作成] を選択したときと同じ結果を得ることができます。しかし、パワー ユーザーと開発者は、新しいオプションを活用することができます。
Microsoft Access プロジェクト (.adp ファイル タイプ) は、Access を、いくつかの種類のバックエンド データ ストアに対するフロントエンド クライアントとして使用します。.adp ファイルを作成するとき、ユーザーは、Office に含まれている Microsoft Data Engine (MSDE)、SQL Server 6.5、または SQL Server 7.0 の 3 つのバックエンド データベースのいずれかを使用することができます。Microsoft Access プロジェクトはテーブルやクエリを含んでおらず、テーブル、ストアド プロシージャ、ビュー、およびデータベース ダイアグラム (複数リレーションシップ ウィンドウ) を含んでいるバックエンドに直接接続されています。

クライアント/サーバー ウィザード
Access は、使いやすいウィザードで有名です。この機能がクライアント/サーバーの世界にまで拡張されています。Access のパワー ユーザーと開発者は、さまざまなウィザードを使ってクライアント/サーバー データベースを作成することができます。
Access ユーザーは、Access をバックエンドの Microsoft SQL Server へのインターフェイスとして利用するときも、レポート ウィザード、フォーム ウィザード、コントロール ウィザード、およびボタン ウィザードなどのポピュラーな Access ウィザードを使うことができます。これらのウィザードは、この新しいクライアント/サーバー アーキテクチャをサポートするように変更されています。
クライアント/サーバー デザイン ツール
Microsoft Access プロジェクトで作業を行っているときには、新しいデザイン ツールを使って、テーブル、ビュー、ストアド プロシージャ、およびデータベース ダイアグラムを含むサーバー サイドオブジェクトを、デザイン ビューから簡単に作成し、管理することができます。これにより、現在の Access のパワー ユーザーや開発者は、データベースに関する知識をクライアント/サーバー環境へと簡単に拡張することができます。
Microsoft SQL Server ベースの管理ツール
Microsoft Access 2000 により、ユーザーはレプリケーション、バックアップとリストア、セキュリティといった一般的な管理タスクを Microsoft SQL Server の中で実行し、管理することができます。さらに、Access は標準データ型に関しても再評価を行っており、互換性がさらに高められています。
関連情報: http://www.microsoft.com/japan/office/
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ご注意


このドキュメントは製品の開発段階における情報をもとに作成されています。


したがって機能、仕様、用語、その他に関して、最終的な製品では本書に記述されている内容から変更される場合があります。あらかじめご了承ください。
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